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ＣＤＰ気候変動調査２０２２における「Ｂ」評価の取得について 

 

 

 株式会社十六フィナンシャルグループ（代表取締役社長 池田 直樹、以下「当社」といいます。）

は、ＣＤＰによる２０２２年の気候変動調査において、「Ｂ」評価を取得しましたので、お知らせ

します。 

 

 

１．ＣＤＰについて 

 ＣＤＰは、２０００年に設立された英国の非政府組織（ＮＧＯ）であり、投資家、企業、国家、

地域、都市が自らの環境影響を管理するためのグローバルな情報開示システムを運営しています。 

 ２０２２年には、世界の時価総額の半分に相当する１８,７００社以上がＣＤＰを通じてデータ

を開示しており、環境情報開示のグローバルスタンダードとなっています。 

 

２．当社評価について 

 ＣＤＰでは、企業の気候変動への取組みを８段階（Ａ、Ａ－、Ｂ、Ｂ－、Ｃ、Ｃ－、Ｄ、Ｄ－）

で評価しており、当社は上位から３番目となる「Ｂ」スコアを取得しました。この結果は、東海地

区に本社を置く金融機関において最高位となります。 

 

３．当社の気候変動に対する取組みについて 

 当社は、ＴＣＦＤ（気候関連財務情報開示タスクフォース）提言に基づき、気候変動関連の情報

開示に積極的に取り組んでおり、今後も一層の開示拡充に努めてまいります。 

 「十六フィナンシャルグループＳＤＧｓ宣言」の重点課題に掲げる「環境保全と気候変動対策」

を推進するとともに、脱炭素社会の実現に向けて取り組んでまいります。 

 

以 上  

 

 

 

 

 

【本件ご照会先：グループ企画統括部（広報担当） ＴＥＬ ０５８－２６６－２５１１】 


